
【障害者福祉事務費（障害者福祉課）】

○ 障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画の策定

【障害者自立支援事業】

○ 介護給付費等の支給に関する審査会 回開催）

<障害支援区分認定者数>

人 人 人 人 人 人 人

○ 地域生活支援

<意思疎通支援事業>

人 回

　聴覚､言語機能又は音声機能の障害のため意思疎通を図ることに支障がある障害者(児)
に対し、手話通訳者及び要約筆記奉仕員を埼玉聴覚障害者情報センターから派遣し、聴
覚障害者等の社会生活における意志疎通を支援した。

手 話 通 訳 者 11

要約筆記奉仕員

件

合　　計

41

143

51

１

主管課

区 分

116

障害者福祉費

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

款

４

障害者福祉課

一  般  会  計

社会福祉費

項 目

３ 民生費

　国の法制度等の動向を踏まえ、障害のある人の自立及び社会参加の支援のための施策
を総合的に推進するため、第４次飯能市障害者計画、第５期飯能市障害福祉計画、第１
期飯能市障害児福祉計画を策定した。

　聴覚､言語の障害者等へ、より円滑な行政サービスの提供を可能とするため、平成29年7月
からタブレット端末を使用した聴覚障害者支援事業（遠隔手話等）を開始した。

区　　分 利用件数

遠隔手話

代理電話

利用者数 派遣回数

42音声認識

筆　　談 23

37

28

区分5 区分6

30 34

区分4 計

394

(12

障害支援区分 区分1 区分2 区分3

19 154支給決定者数
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<移動支援事業>

事業所 人 回 時間

<地域活動支援事業>

事業所 人 人 回 回

<訪問入浴サービス事業>

事業所 人 回

<日中一時支援事業>

事業所 人 回 時間

<社会参加促進事業>

件

利用者数

94

16 114

2

　障害者に対し、社会生活上必要不可欠な外出及び余暇活動等の社会参加のための外出
に伴う移動の支援を実施した。

登録事業所数

登録事業所数

登録者数

自動車運転免許取得費補助事業

入浴回数

963 2,069

登録事業所数

　一時的に見守り等が必要となる障害者に対し、日中における活動の場を確保し、家族
の精神的負担を軽減した。

利用時間

送迎回数

　身体障害者地域活動支援センターにおいて、各種訓練及び活動を通じ、社会参加の促
進を図った。

2

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

利用回数 利用時間

19

1,583

2 103

利用者数

　入浴が困難な在宅の身体障害者に対し、移動入浴車により居宅において入浴サービス
を提供し、身体の清潔の保持及び身体機能の維持等を図った。

登録事業所数 利用者数 利用回数

70

　障害者に対し、社会参加の促進を図る事業（自動車運転免許取得費用の補助・身体障
害者用自動車改造費の補助）を実施し、地域における障害者の自立した生活を支援し
た。

区 分 件数

6,319 22,509

26

利用回数

1,360

利用者数

1

身体障害者用自動車改造費補助事業 0
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<レスパイトケア事業>

事業所

<日常生活用具給付事業>

件 件

 特殊寝台  情報・通信支援用具

 特殊マット  視覚障害者用活字文書読上げ装置

 入浴補助用具  視覚障害者用ポータブルレコーダー

 移動・移乗支援用具  視覚障害者用拡大読書器

 T字状・棒状のつえ  盲人用時計

 ネブライザー（吸引器）  居宅生活動作補助用具

 聴覚障害者用屋内信号装置  聴覚障害者用通信装置

 透析液加温器  ストーマ用装具（単位：人）

 電気式たん吸引器

<重度心身障害者紙おむつ支給事業>

<心身障害者自動車燃料助成事業>

人 枚

<重度心身障害者福祉タクシー利用助成事業>

人 枚

　社会参加の促進を図ることを目的に、地域における障害者の自立した生活を支援する
ため、本人又はその家族に対する自動車燃料費の一部を助成した。

　社会参加の促進を図ることを目的に、地域における障害者の自立した生活を支援する
ため、福祉タクシー利用料金の一部を助成した。

1

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

日

3 1

区　　　 　　分

1 3

2 2

1 133

8,589

352 3,913

　在宅超重症心身障害児等を介助する家族のレスパイトケア（精神的・身体的負担の軽減）
を図ることを目的に、事業所へ費用の一部を補助した。

登録事業所数
利用者数 利用日数

短期入所 日中一時支援 短期入所 日中一時支援

人 人 日

合　　　　　計 164

家族用

405

2 1 0 4 0

1

　在宅の重度心身障害者に対し、日常生活用具を給付することにより、日常生活の便宜
と福祉の増進を図った。

区　　　 　　分 件数 件数

4 1

3

　在宅の身体障害者1級、2級または知的障害者Ⓐ、Ａの障害者手帳を所持し、排泄の介
護を常時必要とする障害者(児)に対し、紙おむつを511件支給した。

2

1

1

区分

登録者数 利用枚数

312 8,443

登録者数

4

利用枚数

本人用
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○ 介護給付費及び訓練等給付費等の状況

<介護給付> 　 <訓練等給付>　

人 人

 居宅介護  宿泊型自立訓練

 重度訪問介護  自立訓練(機能訓練)

 行動援護  自立訓練(生活訓練)

 同行援護  就労移行支援

 重度障害者等包括支援  就労移行支援(養成施設)

 就労継続支援Ａ型

 就労継続支援Ｂ型

人

 短期入所

 生活介護 人

 療養介護

人 　

 施設入所支援

<相談支援給付>　

人

 地域移行支援

 地域定着支援

 計画相談支援

※ 上記利用者数は、平成29年4月から平成30年3月までの請求受付実績による。

201

15

利用者数

11

408

サ　ー　ビ　ス　名　称

サ　ー　ビ　ス　名　称

共同生活援助(グループホーム)

合　　計

0

1,782

631

合　　計

サ　ー　ビ　ス　名　称

1,569

0

129

利用者数

265

895

895

975

975

2220

利用者数

23

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

訓練系・就労系サービス

1,205

日中活動系サービス 合　　計

合　　計

11

サ　ー　ビ　ス　名　称

120

利用者数

1,388

631

2,449

合　　計

居住系サービス

合　　計

施設系サービス

サ　ー　ビ　ス　名　称 利用者数

1,074

0

　障害者の日常生活及び社会参加を総合的に支援する法律に基づき、日常生活に必要な
支援を受けられる「介護給付」と、自立した生活に必要な知識や技術を身につける「訓
練等給付」等を各サービス事業者が提供し、事業者に対して介護給付費等を支給した。

訪問系サービス

サ　ー　ビ　ス　名　称 利用者数
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○ 身体障害者（児）補装具交付・修理

<補装具費支給事業>

件 件 件 件

 義肢(義手)  車椅子（リクライニング式手押し型）

 義肢(義足)  車椅子（ティルト式手押し型）

 装具(下肢)

 装具(靴型)

 座位保持装置  電動車椅子（普通型6km/h）

 (姿勢保持機能付車椅子)  電動車椅子（手動兼用型）

 座位保持装置(その他)

 盲人安全つえ

 遮光眼鏡

 補聴器（高度難聴用耳掛け型） 　電動車椅子（その他）

 補聴器（重度難聴用耳掛け型） 　座位保持椅子

 補聴器（骨導式ポケット型） 　歩行器

 補聴器（軽度・中度難聴用耳かけ型） 　頭部保持具

 車椅子（普通型） 　歩行補助つえ

 車椅子(手押し型)

1

　電動車椅子（電動リクライニング・
　ティルト式普通型）

0

5

合 計

 電動車椅子（電動ティルト式普通型）

2

2

交付

1

1011

9

2 1

1

 車椅子（リクライニング・
 ティルト式手押し型）

1

0

7

区 分

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

修理

1

0

　身体障害者(児)の日常生活を支援するため、補装具の購入・修理に係る費用を支給し
た｡

73

2

6

1 0

35

区 分 交付

0

修理

1

0

8 10

4

1

1

0 4
1 3

4 1

9 017

6 13 3

1 0 2 0

1

2 0 2 0

2 0
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【障害者生活支援事業】

○ 障害者手帳所持者 （平成30年3月31日現在）

<身体障害者手帳所持者数>

人 人 人 人 人 人

<知的障害者手帳所持者数> <精神障害者手帳所持者数>

※ 療育手帳 ※ 精神障害者保健福祉手帳

人 人

○ 介護者リフレッシュ事業

○ 障害者（児）民間団体生活サポート運営事業

事業所 人 時間

Ｂ

525

所 持 者 数

44

2,353

358

1,288

肢体不自由

22 0

157

14

等 級

2782級

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

内部障害

3 376

21

合　　計

0

67

503

音声・言語
・そしゃく

・機能障害

107

730

等 級

142 165

116

127

　在宅の心身障害者（児）の地域生活を支援するため、身近な場所で障害者及びその家
族の必要に応じて、迅速・柔軟なサービスを提供する民間団体の行う事業により、障害
者（児）の福祉の向上及び介護者の負担軽減を図った。

登録事業所数

80

延べ
利用者数

等級

1級 3

7

51

視覚障害 聴覚障害

11

46

4級

781

利用時間

60

6

中 度

1814

平成29年9月29日（金）

最 重 度

28

5級

3,195

172

所持者数

健康講座、入浴、演芸鑑賞

平成30年3月23日（金）

合 計

合計

Ⓐ

3級

重 度

173

12

　障害者（児）を介護している家族を対象に、リフレッシュ事業を実施した。

開催期日

1 150

740

2

6

0

25

Ａ

1

615

合 計

Ｃ

522

軽 度

208

障害者（児）の介護者

374

191

50

3

0

248

330

6級

参加者数

140

18

内容

障害者（児）の介護者

対象者

健康講座、工場見学、演芸鑑賞

人
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○ 障害者手当等支給状況

<重度心身障害者手当> <特別障害者手当等>

件 円 件 円

【特定疾患等生活支援事業】

○ 難病患者見舞金支給事業

人 円

【障害者相談支援事業】

○ 障害者相談支援事業

〈一般相談支援〉

〈個別相談支援〉 (延べ人数)

人 人 人 人 人 人 人 人

※1 重心とは、重度の身体障害と知的障害の合併による重度心身障害のことをいう。

※2 障害種別は、延べ人数で計上しているため、実人数と一致しない。

〈個別支援方法〉 (延べ件数)

件 件 件 件 件 件 件 件 件

885

60

発達

762 256

25 310

関係機
関調整

0

※2実人数

139

699

6 186

　埼玉県から「指定難病医療受給者証」、「指定疾患医療受給者証」、「特定疾患医療
受給者証」、「小児慢性特定疾病医療受給者証」の交付を受けている方に対し、難病患
者見舞金を支給した。

　障害者(児)・家族等の相談に応じ、福祉サービスの利用援助や権利擁護等について、
助言・情報提供等を行った｡
　支援を必要とする障害者の増加とニーズの多様化に対応するため、課内に非常勤職員
2名(精神保健福祉士、社会福祉士･介護支援専門員)を配置した。また、庁外には同事業
についてNPO法人ぬくもり福祉会たんぽぽ及び㈱ヴェルペンファルマに委託して「すこ
やか福祉相談センタ－」2か所を設置し、相談支援体制の強化を図り、困難事例の対応
や医療機関等との連携を強化した。

その他

13

749

438 35 438

117

128障害児 61 10

10合計

0

区分

特別障害者手当

福祉手当（経過措置分）

高次脳

781

手当支給金額

※1身体

5,760,000

知的

66

合　　計

精神重心

0

428

障害児福祉手当 353

10

区　分

576

53,745,000

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

受給件数

見舞金支給金額

16,624,080

5,147,920

申請者数

受給件数

10,749

手当支給金額

障害者 377

9

11,476,160

個別支
援会議

236 1,619

その他 合計

257

来所
相談

同行
支援

電話
相談

電子
メール

5,295

訪問

863 969 265 1,077
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〈計画相談支援〉

　指定件数

　指定件数障害者 障害児

　指定件数障害者 障害児

〈障害者ホームヘルパースキルアップ研修会〉

飯能市総合福祉センター大会議室

飯能市をサービス提供地域とする指定訪問介護事業所職員等

133人

飯能市障害者支援協議会

○ 障害者就労支援事業

〈障害者就労支援センター〉 ）

人 人 人 人 人 人

〈障害者就労支援喫茶・実習支援〉 ）

人

人

計画相談支援等

58

　障害者及びその家族に対する就労支援を行うことで、障害者が安心して働き続けられ
るようその自立と社会活動への参画の促進を図った。また、就労を希望している障害者
とその支援者に対する学習会を実施し、就労支援体制の強化を図った。

71 人456 人

セルフプラン等

障害福祉サービス提供事業所管理者、介護福祉士、相談支援専門
員、障害者家族等

　ホームヘルパーが、利用者の実情に応じた質の高いサービスを提供するため研修会を
実施した。

場所

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

開催期日

48

指定件数 7 事業所

人

46

知的 精神

100

区分

（委託先：

285

講師

1128

身体

登録者数

企画運営

延べ参加者数

　特定相談支援事業者等が、障害福祉サービス受給者456人についてのサービス等利用
計画と障害児通所支援受給者71人の障害児支援利用計画をそれぞれ作成すると共に、そ
の他の受給者がセルフプラン等を作成し、受給者の利用計画作成率を100％とした。

就労者数 20 58 62

10

高次脳

1

合計

延べ人数 227

5

対象

NPO法人あおーら

146

実 人 数 6

（委託先： NPO法人あおーら

　障害者の障害特性の把握及び職業能力評価のため、飯能市市民活動センター内の障害
者就労支援喫茶において、実習支援を実施した。
　また、これにより市民活動センターを利用する市民との交流と障害者に対する理解が
図られた。

区分 実習者数

  平成29年11月17日(金）、11月24日（金）

発達
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○ 官公需発注促進事業

内訳

○ 障害者虐待防止対策事業

〈障害者虐待防止センターの設置〉

〈障害者虐待対応件数〉

件 件

○ 障害者権利擁護事業

〈成年後見制度利用支援事業〉

１

450個

90,280

54,000

通年(4月～3月)

　清掃業務委託

　清掃業務委託 112,884

　記念品（香り袋） １月 政策目的随意契約

7月～9月

対象者数

　記念品（額縁） 13個

調 達 目 標

　障害者就労支援施設等からの物品及び役務等の調達の一層の推進を図るとともに、障
害者就労支援施設で就労する障害者、在宅で就業している障害者の自立を促進すること
を目的とする「飯能市障害者就労支援施設等からの物品等の調達方針」を策定し、市
ホームページ上に公表した。

　台帳印刷製本

6,300,000 円

　椅子

契約期間

平成29年度

政策目的随意契約

通年（4月～3月）

契約方法
(税込・円)

　ふるさと納税返礼品

　記念品（写真立て）

契約金額

520,000

32,4007月

政策目的随意契約

消耗品

１個２月 14,000

6,634,620 円

政策目的随意契約

　清掃業務委託

契約内容(購入品目等)
発注
数量（時期）

77,036 19個 政策目的随意契約

政策目的随意契約

政策目的随意契約74個

　清掃業務委託 通年(4月～3月) 622,200

政策目的随意契約504,000

69,984 政策目的随意契約

4,432,632 政策目的随意契約

　「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」に基づき、課内
に“飯能市障害者虐待防止センター”を設置し、障害者虐待の通報・届出の受理、事実
確認等を適切に行った。

区分

230,000

政策目的随意契約

　清掃業務委託 通年(4月～3月) 103,404

通報･届出

通年(4月～3月)

通年(4月～3月)

相談

5 1

政策目的随意契約　記念品（香り袋） 通年(4月～3月)

通年(4月～3月)

2月

1,800 20個

人 円

件数

　判断能力の不十分な障害者に対する権利擁護支援として、成年後見人に対して利用支
援給付費を支出した。

100冊

調 達 実 績

利用支援給付費額

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

　清掃業務委託
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  飯能市障害者支援協議会

【精神保健福祉事業】

○ 地域活動支援センター事業 ）

　地域活動支援センター　希望

　週5日（火・水・木・金・土）

　地域活動部門 　　　　　9時00分～17時00分

　相談・生活支援部門　12時00分～20時00分

人 うち飯能市 人

人 うち飯能市 人

精神保健福祉フォーラム

飯能市総合福祉センター大会議室

知ろう！学ぼう！障害年金

障害年金制度に興味関心のある方

68人

飯能市障害者支援協議会

【障害者支援施設管理事業】

　 障害者支援施設の屋外排水設備を設置する工事を実施した。

　個人　2人、団体　13団体

普及啓発事業

3,137

開催期日 　平成29年12月2日（土）～12月6日（水）

　地域活動支援事業、相談・生活支援事業を実施し、主に精神障害者の生活支援及び社
会参加を促進することができた。
　精神障害者ピアサポートグループみなくる倶楽部を支援し、ピアサポート活動を推進
した。

施設名称

開所日数

開所時間

出展者・団体数

　障害者週間に合わせて、障害福祉の普及啓発を目的に、市内の障害者（児）、障害者（児）福
祉施設・団体の制作した作品を紹介するふれあいアート展を開催した。

登録者数 68 62

平成29年7月26日（水）

特定社会保険労務士

参加者数

講師

場所

企画運営

（委託先：

　地域で孤立しがちな精神障害者及びその家族の不安や苦悩に共感できる仲間づくりを
促し、ピアサポート活動及び家族相談活動の充実を図るため、精神保健福祉フォーラム
を実施した。

延べ利用者数 3,195

企画運営

延べ来場者数 　450人

テーマ

対象

〇

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

NPO法人あおーら

開催期日

　開催期日　平成29年12月2日（土）
　場　　　所　飯能市市民活動センター多目的ホール
　内　　　容　聴覚障害のある方による講演会と手話体験会を行った。
　参加者数　70人

オープニング
イベント

〇

場所 　飯能市市民活動センター交流広場

事業名 　ふれあいアート展
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【児童援護事業(障害者福祉課)】

○ 障害児通所等給付費の状況

<障害児通所等給付>

人

　児童発達支援
　医療型児童発達支援
　放課後等デイサービス
　保育所等訪問支援

※ 上記利用者数は、平成29年4月から平成30年3月までの請求受付実績による。

　障害児相談支援

児童福祉総務費１

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

主管課 障害者福祉課

一  般  会  計

目

サ　ー　ビ　ス　名　称 利用者数

款

３ 民生費 ２

項

児童福祉費

合 計 1,182
0

143

　児童福祉法に基づき、障害児相談支援や、就学前の児童は児童発達支援、就学児は放
課後等デイサービスを各サービス事業者が提供し、事業者に対しての障害児通所等給付
を支給した。

322
0

717
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【つぼみ園事業】

○ 利用状況 ※ 通園児数は、平成30年3月31日現在の利用契約者数

日 人 人 件 回 回

回 人

 

【つぼみ園施設管理事業】

 

  施設管理の経費として、光熱水費、清掃業務委託料(官公需発注促進事業の一環)及
び建物警備委託料等を支出した。
　また、プレイルームの空調機交換修繕、点字ブロック修繕等、施設管理に必要な維
持管理業務を実施した。

項款

３ 民生費 児童福祉費

一  般  会  計

28

主管課

事　業　の　主　な　内　容　及　び　成　果

障害児通園事業費

障害者福祉課 目

言語聴覚士
指導

５

　つぼみ園は、心身の発達に遅れやつまづきのある就学前の乳幼児と保護者が通園する施
設であり、園・家庭・医療及び関係機関の連携をもとに、親子登園による日常生活におけ
る基本的生活習慣の自立と社会性の育成を目指した療育を行った。

２

9 14 23

25 1,727222

相談保育所数

保育所巡回相談

箇所

理学療法士
指導

開園日数 通園児数

回数 相談児童数

66

育児相談
延べ

通園児数

30
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